の 襟からで ている 唇 をう ごかして 彼女た ち は 番兵の 理 

解せ ぬ 言葉 を しゃべり、 黒ずく めの 女の 方が 高 笑 い を 

した。 

番兵 は 銃 を ゆすり あげ、 さらに 女た ちの 後 姿 をみ ま 

もった。 街の 平った い 建物の みとおし。 後から 取りつ 

けたに 違いない パルコ 二 ー がー つ 無意味に 中空に とび 

出して いる。 したに、 

ホテル • パッサ —ジ 〔# 「ホテル • パッサ 1 

ジ」 は ゴシック 体〕 



経に のこって いる。 その 時、 永い あいだ 立って いる 橇 

馬が 尾 を もたげ、 ここちよげ に ゆっくり 排泄 作用 をお 

こなった。 雪解けの 水に ぬれた むかい 屋根の 雨樋に モ 

スクヮ の 雀が とまって、 熱心に、 逞しい 馬の 後脚の 間 

に 落ちた できたての、 湯気ので る 餌 をみ はった。 

ホテルの 四 階の はしに、 日本 女の 部屋が あった。 下 

足場に 棕梠 がお いて ある。 そこから 日本 女の 室まで 七 

士 一段、 黒 • 赤. 緑 花模様の 粗末な 絨毯が うねく リ 登つ 

ている。 昇降機 はない。 あってもう ごかぬ 昇降機が モ 

スクヮ じゅうに たくさん ある。 日本 女 は 一 日に 少 くと 



一 九 二 〇 年に は 百 二 万 八 千であった モスクワの 人口 

が 一九二 六 年に 二百 一万 八 千に 増大した。 この結果、 

モスクワ では、 四つの 世帯が たった 一 つの 台所し かな 

い 貸 室に 生活 を 営み、 あらゆる 小学校 は 二部教授 

をさず け、 Y と 私と はすで に 二 力 月、 ホテルの 一室に 

生活し つづけなければ ならない ことになる。 毎日、 

事務室の 青 羅紗の 上に、 我々 は六ル —プリの 宿料と、 

一割の 税と をお く。 金庫 を ひかえて 坐って いる トル ス 

トフ 力の 事務員が、 一 枚の 受取 をよ こす。 受取の 裏に 

は、 普通の ホテル 取締 規則の ほかに、 宿泊料 は 一 日 ご 

とに 支払うべき こと、 たまれば たまった 金高に 応じ 割 



合の 高い 税の附 加され る こと を 印刷して ある。 私が あ 

るい は Y が、 夜の 第二 十一 時 五十 分に なって ハツと 思 

い 出し、 最大 速力で 事務室へ かけ 下りる の も、 それ 故 

無理ない しだいで はない か。 貸 あは 一杯 だ。 ホテ 

ルには 空いた 部屋が ある。 そこへ も 行かず Y と 私が 一 

室に 起居 をと もに し、 読書 をと もに し、 通風 口の 開け 

られ ない 夜中 は、 たがいの はく 炭酸 瓦斯 さえ わけ 吸つ 

て 居る の は、 モスクワの 人口 過剰に 比例して 軽い 我等 

の ポケットが 最大 原因 だ。 我々 は、 シベリア 鉄道 以来 

の 練習で できるだけ たが い の 存在 を 神経の 埒外に 放逐 

し、 ながい モスクワの 冬の よなよな を暮 す。 しかし、 



私 はものが 書け ぬ。 Y は 無遠慮に 発音 練習 を やる こと 

がで きない。 これ は 不便 だ。 しかも、 厳然たる われら 

の 経済が 結論す ると ころの 不便 だから、 Y も 私 も、 互 

に 向って ヒス テリ— を 起す 権利がない。 私 は 自分の 内 

攻的 ヒス テリ ー を 少し 整理して、 田舎者の ハンカチ— 

フ のよう な 青 格子縞の テ ー ブル 掛の 上で 考える。 

私の 胸のう ちで は 日本が、 極めて 心臓に 近い 場所で 

なんとも いえず 脈々 と 動き はじめる。 黙って 頰杖 をつ 

いて テ— ブル 掛の 麻糸の ほ つれ を ぼつねん とよつ て は 

いられなくなる。 私 は Y を 呼ぶ。 

彼女 は、 縞の、 シベリア 鉄道で アメリカ 女が それ を 



見て 蔑視した ところの、 厚ぼったい、 男 もの 見たい な 

うわっぱりの 中から、 私 を 振 向く。 私 は 多くの 賢い こ 

と 愚かな こと を とりまぜ、 しゃべり 出す。 やがて Y も 

椅子 を 向けな おし、 彼女の 常 戦法で ある 「違うよ、 そ 

う じゃあな いさ」 を もって 進出して くる。 それから 後 

我々 が どんなに、 どんな ことにつ いて しゃべる か —— 

ホテルの 薄緑 色 の 壁ば かりが 知っている。 

ゴ— ル 二— チ ナヤ 

この 時、 ホテルの 廊下の 隅の 女 中 の ところでけ 

たたまし く ベルが 鳴った。 戸棚の 前で、 女中 は 印度の 

詩人の 室に 撒く 南京虫よ け 薬 を 噴霧器に 移した。 女中 

は それ を 下へ おき、 日本 女の 部屋の 閉 つた 扉 を 通って 



隣室 へ 行く。 

三分 後、 白 前掛を かけ、 鼠色 シャツ を 着た 海坊主の 

ような 食堂 給仕が、 手すりに つかまり 二 段ず つ 階段 を 

とばして 下から 登って きた。 彼 は 若くない。 肥った。 

息が 切れる。 新しくない サルフ エト 力で 風 を 入れつつ 

六十 二号、 日本 女の 隣 を 開けた。 ホテルに は プロ フィ 

ンテ ルンの 代表者が 一 杯 泊り込んで いる。 あちらに も 

^ ノ y - 卜 】 丫 ノ - 卜 1 !.> メ I 卜 

代表 員！ こちらに も 代表 員！ 代表 員 は 長靴の まま 

長椅子に 寝る。 代表 員の 食事 はた だで ある。 平常 は 

テ— ブルに 白い 紙 を かけ、 色つ け 経木 造花で 飾って あ 

デレガ —ト 

る ホテルの 狭い 食堂 は、 代表 員が いる 時 食卓に 本 もの 



デレガ —ト 

の 代表 員が 室内から 叫んだ。 

_ I 持って来い、 ナ ルザ— ン (炭酸水) ！ 

ハラ ショ— ス 

—— 承知し ました 

Y は モスクワ 第 一 大学へ 教授 ぺ レゥ エル ゼフの 口元 

を 見つめに でかける。 ペレ ゥ エル ゼ フの頤 は ごましお 

髯 につつ まれて いるが、 文学 批評 は 古くない。 ただ Y 

にと つて いくらかの 困難が ある。 というの は、 すべて 

文学 批評の 本が、 小説と は 違う いやに 読みに くい 活字 

で 印刷され ている 通り、 講壇の 上に おいても、 ぺ レゥェ 

ルゼフ の 言葉 は、 Y の 聴覚と 調和し がたい。 それでも 

Y は、 日本からの 黒い おかっぱ を、 やっぱり ごみ だら 



けの 講堂に あらわす。 そして 十九 世紀の ロシアに おけ 

る 貴族 文学、 中流 文学、 民衆の 文学に ついて 話されて 

いる はずの もの を 聴く であろう。 

私 は、 その 間 ホテルの 室に いる。 貴重な 独りの 時間 

を 貪慾に 利用しょう とする。 

それから、 ロシア語 初等 会話 を、 B 夫人に ついて や 

る。 

モスクワ にきて 私の 深く 感じた ことが 一 つ ある。 そ 

れは、 現代の CCCP 《エス エス エス エル》 が 外国人 

の 旅行者に 対して、 どんな 行 届いた 観 光 の 案内 

役 を 設けて いるかと いう こと だ。 モスクワの 停車場へ 



下りる。 午後 三時 迄の 時間で あったら、 彼はタ クシ— 

を やとい、 まっすぐ、 マ— ラャ ニー キ— ッカャ 通りの 

対外 文化 連絡 協会へ 行けば よい。 もとは 金 持の 商人の 

邸宅であった その 建物の、 下の 広間の、 隅の 事務机に 

向って 歩け。 そこに は 髪の 黒い、 眼の 大きい 美しい 二 

十七 歳の 女が 坐って いる。 彼が 日本語と イタ リャ 語以 

外の 言葉 を 話せば、 翌朝から 彼が 丁度 茶 を 飲み 終った 

と いう 時刻に、 協会から 案内 者が 派遣され るであろう。 

彼が 二日 モスクワに いるなら その 二日で、 一日 だと 云 

ガイド 

えば その 一 曰 中に、 案内 によって CCCP 屈の 

観 光 —— 工場、 革命 博物館、 基本的 小学校、 農民 



飛石の ように CCCP 全 生活の 深い 水面から 頭 を 出 

している これらの 施設 観光 だけで、 私 は 満足す る こと 

がで きない。 私が 初めて 「コ サック」 を 読んだ 頃から、 

二 一十 六 人と 一 人」 を 読んだ 時分から、 私の 心に 生じて 

いた ロシアに 対する 興味と 愛と は、 十二月の ある 夜、 

つららの 下った 列車から 出て、 照明の 暗い、 橇と 馬と 

の 影が 自動車の ガラス を かすめる モスクワの 街に 入つ 

た 最初の 三分 間に、 私の 方向 を 決めた。 できるだけ 早 

く 自分の 英語 を棄て てし まいた くな つた の だ。 

私 は、 いそいで は どこもみ まい。 私 は、 私の 前後 左 

右に 生きる ものの 話して いる 言葉で 話そう。 そして、 



徐々 に、 徐々 に —— 私 はわが 愛する ものの 生活の 本体 

まで 接近しょう。 

二月の 夜 八 時、 芸術 座の 手前の 食堂から ある 印象 

を 抱いて 出て 来る。 変に 淋しい 家であった。 そこに は、 

たった 一人、 ピストル を 今 鳴らされ たばかりみ たいな 

ポ ー ランド 爺が いて、 背広で、 給仕した。 帰る 時、 そ 

の 家の 猫が Y の 手袋 を くわえて テ— ブルの 下へ 逃げ込 

んだ。 

トウ ウェルス カャ 通りへ 出る と、 街 全面が けむたい 

ようで、 次第に それが 濃くな つて 来た。 霧。 霧。 



歩いて、 

—— 可愛い お 方、 お嬢さん。 小さい 娘の 為に どうぞ 

—— ほんの 一 コ ペック —— パンの 為に —— 女 は 見向き 

もせず 歩 い て 行く。 りんご 売 の 婆さんと 談判して いる 

女が 頭から かぶって いる ショ ー ルに は、 赤と 黄色 のば 

らが 咲いて いる。 コム ソモ— レツが、 CCCP 流行の 

皮 外套 を 着て 二人 来た。 日本 女 を 見て、 

ィズ. シャン ハイ 

—— 上海から —— 

彼らの 読本に は、 「レ ー ニンと リ チャン」 という 詩。 

メ— エル ホリド 座で は 「支那よ、 吠えよ」。 大 劇場の 

「朱い 罌粟」 を 皆が 評判す る。 その 中で、 昔ながら の 



キオスク 

る。 新聞 雑誌の 売店、 煙草屋、 靴紐と 靴 クリ— ム、 

バタ n ン フエ ク トマ ン ダリ ー ン 

乾酪 屋、 三文 玩具 や、 糖菓、 蜜柑 屋。 

マ ダ ム ハロ — シィ スゥェ —ジ— マン ダリ— ン 

—— ダヮ ー ィ！ 奥さん、 好い、 新しい 蜜柑！ 

ドウ ワン ソァ ツチ ピャ— チ ドウ ヮ ソン アツ チ 

二 十 五哥！ (一 どきに 下って) 二 十 哥！ 

ダヮ— ィ！ 

腕に 籠 を 下げた 人出の 間 を、 水色 制帽の 技師が 歩く 

犬が 歩く。 子供が 薬品 店の 飾 窓の 前の 手すりに ぶ ら 

下 つ て 粗製 pessary を 見て い る。 

ジグザグ 歩き をして、 私 は ニキ— ツキ— 門まで 

来た。 一 人の りんご 売が 丁度 私の 前で 彼の 商品 を 並べ 

なおして いた。 彼の 背後から 巡査が 来た。 巡査 は 何 か 



へ 向って 歩き 去った。 味噌 こしみ たいな もの は、 どこ 

かの 物 売女が 拾った。 

口 ー プ シン は 自殺し なければ ならなかった。 政治的 

見地から すれば 彼 自身、 不幸な 最後 を 予想し ない 訳で 

はなかったろう。 然し、 彼 は ロシアな しで はもう 生き 

て おられなかった。 だから かえって 来た。 そして 死ん 

だ。 彼の この 激しい 郷愁の 原因 は どこに あつたの だろ 

ク ゝ o 

う 力 

また ここに、 「世界 を 震駭 させた 十日 間」 の 筆者 ジョ 

ン • リ— ドが ある。 彼 は 饑饉 時代に 南 露で チフスの 為 



切って 通行す る 皮 外套の 婦人 共産党 員の 黒 靴下の 急速 

な 運動な ど —— 互に 対照す る 人生の 断面が 一 目のう ち 

にと び 込んで 来る。 彼が 若し、 風景と して 感覚のう ち 

にお どり 込んで 来る それら 人生の 断片 を 吸収す る だけ 

の活々 した 生きて であるなら、 同時に、 そこから 何 か 

動きつ つ ある 民族的 雰囲気と いうよう な もの を 感得す 

るの は、 むしろ 当然な こと だ。 

或る時、 私 は ホテル. サ ボイの 食堂に 坐って いた。 

ホテル .サ ボイ は 外国 旅客 専門の ホテルで、 エレ ヴェ— 

タ ー ボ— ィは 英語で 「おかけ 下さい」 と 云い、 給仕 頭 

は 白 ネクタイ をつ けて いる。 私の 前に は 黒 イクラと レ 



モン をのせ た 鮭と 酒が ある。 みな 日本人で ある。 半官 

的 職業に たずさわる 人々 で、 数年 —— 彼等の 経歴の 最 

初の ふり 出し を ロシアで 始めた というよ うな 人 もい る _ 

革命 前と 後の ロシア 比較 論な ども 出て、 その 論に 対し 

て は 私の 頭の 中に 夥しい クウ ェ ス チョン マ ー クが 発生 

したが、 やがて 一 人が、 忿懣 を 感じる ような 口調で 云つ 

た。 

「兎に角 ロシア は 泥沼です よ、 一 遍足を 入れたら もう 

抜かれ やしない。 その 証拠に ロシアで 商売して 金儲け 

した 人間なん ぞ あり やしません。 損に 損する、 それで 

いて、 何故 だか やっぱり ロシアから 足 は 抜かれない I 



I 全く 泥沼 さ」 

この 言葉 は 私の 感情に、 丁度 母親の 胸 を 蹴る 赤坊の 

足の 感じと 同じ 快い 効果 を 及ぼした。 愉快に なって 私 

は 笑い、 それ は 本当です、 と 賛成した。 私 は、 ロシア 

の 深さ、 彼 を 憤らす その 深さと それに 伴う 大きさ、 重 

さ を 感じ 知っている。 そして、 私 は、 彼と は 正反対に 

そ の 民族的な ロシアの 深さ を 殆ど 熱情 的に 愛する。 ザ J 

の 深さ、 大きさ こそ、 我等 を このように 吸いよ せ 魅す 

ると ころの、 魅力の 第一 の胚 であると 思う。 口 ー プシ 

ンは、 フランス や スイスで、 この 一種 特別な 深さ を 見 

つける ことができなかった のであろう。 ジョン • リ— 



ドの 若い アメリカの 眼 は、 この 深 さを理 解し、 民族の 

ス カン ダル 

あらゆる 天才と 醜聞 の 孵卵 場 を そこに 認めた ので は 

なかった ろうか。 いわゆる ロシア 気質の エッセンスと 

して 文学と ともに 外国に 流布して いた 合言葉、 一九 一 

フシ ョ ー . ラヴ ノ ー 

七 年 以前の 「二 チェ ヴォ ー」 或は 「同じ こった」 革命 

後の すべての 赤い もの、 動的な もの、 それら は 何 かの 

角度で、 この 深さ 大 さから 発展した 部分的な もので あ 

る。 

深さ。 —— だが、 この 言葉 は 漠然とし ている。 私の 

感じで は、 深さに も 種類が あると 思う。 例えば 活動の 



ロシアの この 深さ、 底な き 心が 歴史的 実証と なって 

立って 居る ある 光景が ある。 復活祭の 夜 チェ ホフが そ 

の 欄干に よって モスクワの 寺院の 鐘が 一 時に 鳴り 出す 

力— メ ンヌィ ■ モス 卜 ァホ— 卜スィ 

の を 聴いた という 石 橋の 方から 或は 獵人リ 

クラ— ス ナヤ ■ プ 口 — シ チヤ ジ 

^ -1 ドの 方から、 クレムリンの 赤 い 広 場へ 出る。 

広場の 雪 は 平らに 遠く 凍って いる。 クレムリンの 城 

壁の 根に 茶色の レ— ニン 廟が ある。 国家的 祝祭の 時 使 

う スタンドが 出来て いる。 今 そこ は 空つ ぼ だ。 レ ー 二 

ン廟の 柵の 内で 雪 は 特に 深い。 常 磐 木の 若木の 頭が 雪 

の 中から 見える ところに 番兵が 付 剣で 立って いる。 入 

るの か 入らない のか 柵の 附近の 人だかりの 外套 は 黒い。 



この 空なる 門から 首 切 台まで 下される と いう 象徴 か。 

クレムリンの 城壁から は、 赤い 広場と 首 切 台に 向つ 

て 黄金の 十字架と 皇帝の 紋章が 林立して いる。 それら 

は 叫喚 に似てい る。 見廻す と、 赤い 広場 を 遠巻きに し 

て 殆ど 八方の 空 に 十字架が そびえて いる。 十字架 は ザ J 

の 広場で 平和 を 表して いない。 恐怖 を 語って いる。 民 

衆の 恐怖と 支配者の 魂に あった 恐怖 を 示して いる。 民 

衆 はつめ かける、 海の ように。 首 切 台で まさかり はも 

ぅ砥 がれた。 血 は 雪に 浸み るであろう。 神よ！ 我等 

ソァ ー ソァリ ー ッソァ 

の 父 皇帝よ！ 慈愛 深き 皇 后よ！ 城壁 は 厚い。 

内なる 人 は 見えない。 門は閉 る。 総てに 対する 慰安と 



答え と は、 黄金の 十字架と 鷲 —— 坊主 と 兵士が 与え る 

であろう (？) 

我々 は 革命 博物館に 於け るより 数倍の 現実的 効果で、 

一 九 二八 年の 赤い 広場に 前 時代の 史的 実証 をみ るので 

ある。 〔十四 字 伏字〕。 〔六 字 伏字〕。 〔十七 字 伏字〕。 

〔六 字 伏字〕。 〔六 字 伏字〕。 〔二字 伏字〕。 (ッァ —はク 

レム リンの 城壁の 上 か ら幾本 も の 金 の 十字架 を そびえ 

させて、 人民の 訴えから 身 を かくして いた。 日本の 権 

力 者 は、 その 皇居と されて いる 地域の ぐるり を 封建 時 

代からの 濠で めぐらして 人民と 自分 達と をへ だてて い 

る、 という 意味が 書かれて いた。 今日 伏字 を 埋める こ 



と はでき ない。 著者 後記) 濠の 柳が 水に 映る。 お 濠の 

石垣から は 何が のぞいて いる？ 松の 枝。 いつも 緑 深 

き 松の 枝。 —— 松 は 天然の 植物 だ。 —— 松 を 見て 人間 

は 何 を 感じる。 …… 

彼 は 霊感の ように 一 つの 事に 思い当る であろう。 

もっとも ォ クチャ— ブリ 

「これ は尤 だ。 ロシアに 十 月が あつたの は。 そし 

て、 この 沢山な 十字架と 鷲との 上に 今日 一 片の 赤旗が 

高く ひるがえらなければ ならなかった の は」 と。 彼 は 

理解 ある 旅行者と して、 はね 返さずに はおられぬ おも 

しが、 ロシアの 民衆の 上に あった こと を 知る。 

このお もしに 就て は、 現代 ロシアの 民衆 自身 も 忘れ 



ぶら をし ぼる の だが、 焼 石に 水 を ぶっかける 時、 こつ 

が ある。 人 は、 必ず 体 を かがめ、 下から 焼 石へ 向って 

水 をぶ つつけ なければ ならぬ。 立って 焼 石に 水 を かけ 

る。 一時に 水蒸気が 裸の 体の 胸 を 撃つ。 人 は 死ぬ。 I 

I 石が 吸い込んだ 熱、 或は ペチ 力の 煉瓦の 温みが ロシ 

ァの 人の あたたかさ だ。 

この 温みが 声帯 を 通って 出て 来た 時、 我々 はい わ ゆ 

る ロシア 的 雄弁の いかなる もの か を 知る。 雄弁 法に 於 

て も 彼等 は 人生派 だ。 その 言葉に 耳 を 傾けさせようと 

するなら、 先ず 引例 を 彼等の 脚に はいている 長靴に と 

れ。 詩的 美文 は 彼等 を 魅 するどん な 力 も 持たない。 



も 待合室 をう ねく つてい る。 予定の 時間に 立つ 列車に 

もちろん 乗りお くれた。 次のに も 怪しい。 夜が 更ける。 

然し、 どっちみ ち 明日の 朝 迄に は 立てる だろう。 そう 

思って、 最初の 目的 はすて ずに 彼の 麻袋に 腰かけて 

待って いるの が、 ロシアの、 イワンの 呑気 だ。 日本の 

呑気 は、 —— や あ！ こいつ はお どろいた。 えらい 人 

だよ、 止めち やえ、 やめち やえ。 馬鹿馬鹿し いや。 そ 

れ よか どっかへ 行って —— 麻雀 をす るか、 一杯 ひっか 

ける か、 それ は 彼の 好み 次第で ある。 

インジ H 二 ェ— ル コ オペ ラチ— ブ 

技 師 ルイバコフが 建築した 協同 家屋 は、 クロ ポ 



トキ ンスキ ー 広場の 角に 立って いる。 粗末な 木の 塀の 

上に エナメルの 円い 番地 札と 四角い 札が うちつけて あ 

る。 四角い のに は 郵便 住所 モスクワ 三十 四、 木の 塀に 

ついて 居る 切 戸の 柱に 掲示が あった。 —— 門 内 二 便所 

ナシ —— 然し、 何にも ならず 夕暮ゃ 夜、 狭い 切 戸の 隙 

間から 通行人が すべり 込んだ。 技師 ルイバコフ は 人 減 

らしで 三月 前 国立 出版 所 を やめさせられた 妻と 子と 自 

コ オペ ラチ— ブ 

分の 妹、 女中、 一組の 下宿人と で、 その 協同 家屋の 

クヮ ルティ ラ 

室 9 に 生活して いる。 大きい 室が 二つ 小さい のが 

クヮ ルティ ラ グラジ ュダ ニン 

二つ。 台所、 風呂場。 四十 年後に、 室 は巿 民ル 

ィバ コフの 所有と なる であろう。 二 力 月 前までの 下宿 



合 自動車の 発着所 を 見下した。 広場の 中央に 電燈 入り 

の 時計が ある。 深更、 街燈が 消えて 暗い ときに も 時計 

だけ は 円く 明るい。 自分の 窓から 日本 女 は オペ ラグ ラ 

スで 午前 一 一時 半の 字面 を 読む こと も ある。 

四月に なった。 窓から 見える クレムリンの 赤旗 はい 

きいき ひるがえり 始めた。 空 は あおい。 白く 小さい 雲 

が 空に 浮き、 日本 女の 狭い部屋の 衣裳 棚の 鏡に、 金色 

の 反射が ちらついた。 往来 を 隔てて あちら 側の 丘の 上 

フラム ■ フリス タ ■ スパシ I チェ リャ ド ー ム 

にある 基督 救世主 寺院 の 金の 円屋根から 春の 光が 

照り かえした。 

モスクワ 巿の上 を 飛行機で とぶ、 低く、 低く。 そし 



つ 民衆の 心に あるの を 認める であろう。 モスクワの 街 

裏に ある 小さい、 古い 御堂の 或る もの は 実に 理性な き 

美で 通りすがりの 旅行者 を も 魅す る。 これ は 北、 これ 

は 南 だが、 髪へ 桃色の 花房 を 押した タヒチ 土人の 娘の、 

裸の 黒い 原始な 皮膚の 美が、 モスクワの 御堂の ごち や 

ごち やした、 灯 かげの チラ チラす る蠟 くさい 洞の 中に 

ある。 

復活祭の 夜、 総ての 劇場と キネ マが 閉 され、 大 劇場 

フラム ■ フリス タ ■ スパシ I チ エリヤ 

の オペラ 役者 は 基督 救世主 寺院で 聖歌 を 歌う。 労 

働 新聞 は 一週間 前に この 事に ついて 時評 を 書いた。 I 

I 「労働者 は 何処へ 行 くんだ？ 教会 か？ 芝居 か？」 



—— この 問題 は 我々 の 興味 を も ひいた。 何故なら、 労 

働 者 は 日頃 反 宗教教育 を 受けて いる。 古い 民族的 祝祭 

が 一 九 二八 年に どのような 新形式と 内容 を もって 現れ 

るか、 CCCP 生活に 目立つ 一 つのく さびで なければ 

ならない。 

ァ ルバ アト 広場に 電車が 停る。 乞食が 車内へ 入って 

来た。 彼 は 腰から 下がない。 胴の 末端 は 四角い 板で、 

板の 下に 四つの 水車 輪が ある。 両手に 口— ラ— スケ— 

トを はいて、 

バ マギ— 二 H シャ— ヅ ッヌィ パ マギ— 

—— 助けて くれ、 不幸な 者 を。 助けて くれ —— 

彼 は 若い。 永久の 憤りが 彼の 眼の 中に ある。 



雑誌 売子が 来た 

ク 口 n ジ— ル サァ モイ. ヴ H 1 ショ ー ルイ. ジュ ルナ— ル 

—— 鰐！ 一等 面白い 雑誌、 クロ コ ジ— 

ル！ 五 力 ペイ キ！ クロ コジ— ル！ 

CCCP の 皮肉の 諧謔の 好 標本で ある 『 鰐 』 は、 

復活祭 号で ある。 表紙に こんな 絵が ある。 緑色 シャツ 

の 労働者が 白 布 を 頭に かぶって 水の 入った バケツ を さ 

げて 歩いて 来た。 女に 訊いて いる。 

アンチ レリ ギオ ズヌィ . ド クラ— ド 

—— お前、 今日 クラブの 反 宗教 演説 へ 行く か 

ね？ 

レリ ー ギア 

—— 沢山 だよ もう、 あんな 宗教！ お 寺へ 行く 方 

がよ つぼ どまし だ わ 今日 あすこ フエ イエ ルベル ク 



と コム ソモ ルカが、 チヤ— ルス トン を 踊った。 ルイ コ 

フの 名に よる クラブの 広間の 壇上 装飾 は、 聖書、 十字 

架、 僧 冠な どの 赤い 色 電気に より 焚刑の 光景 だ。 周囲 

の 壁 は、 反 宗教 的 諧謔の 壁新聞で はりつめられ、 今夜、 

午前 五 時 ま でダ ンス とい う 掲示が 出されて い る。 電車 

は 満員で、 煙草屋 さえ 店 をし まった 暗い 街頭 を はしつ 

た。 

基督 救世主 寺院の 大理石の いしだたみの 上で は 群集 

プラト I ク 

のうちに 小ぜり 合いが あった。 布 を かぶった 若い 

女が、 遠くの 祭壇の 儀式の 様 を 眺めよう として 聖 旗に 

つかまり、 その 台に のっかって 伸び 上った。 てのひら 



矢張り 蠟燭の 灯 を かばいつつ 立って いる 男が、 聖旗 

台の 女に 向い 手 を 振った。 

—— ^めろ。 

プラト— ク 

布 を かぶった 女 は 動かず、 周囲の 人 群 を 見下し 

て 恐ろしい 顔 をした。 そして 低い 早口の 悪態 を 投げつ 

けた。 同じ 聖旗 にっか まってい たもう 一人の 女が 静に 

プ ラ卜 ー ク 

そこから 下りそう にした。 白 布の 女 は その 腕 を 捕え、 

下ろさない。 —— 彼女の 上半身が、 恐らく は クラブの 

新教 育と ともに 心臓の ある 肋骨の すれすれ 下のと ころ 

ぐらいまで 教会 スラブ 語から 脱皮して いるの は 確か だ。 

彼女 は 古風に てのひらへ 蠟燭 をつ けて 立 つ て 居る 婆 さ 



んゃ 男の ように、 聖 旗から 立ちのぼる 宗教 的 霧な ど は 

認めない。 金 繡でパ カバ 力した 旗 は 要するに 旗で、 彼 

女が 足 台に 必要と する 一 尺 五寸の 高さ を 丁度 その 支 台 

が 持って いる 時、 どうして そこへ 登って 悪い という こ 

とがあろう。 まして 支 台 は 一人 や 二人の 女 を 載せて 充 

分 頑丈で ある 場合。 

彼女の 論理の 終点から 出直して、 然し、 私 は 日本の 

グラジ ュ ダン 力 

ギリシャ 教 なき 心に 感じる。 CCCP 婦人 巿民 らしく 

闘志つ よき 彼女 は 何故 そのよう に 熱烈に 一 尺 五 寸の足 

台が 欲しい のだろう か。 何故 小 半 町 も 遠い 彼方の 祭壇 

で往っ たり 来たりす る 大蠟燭 のかが やき と 僧 冠の 天辺 



だけ を 群集の 頭 越しに 眺めて 満足す る こと は 出来ない 

のか。 彼女が 革命までに 食べた 復活祭の 色つ け 卵の 数 

だけ、 彼女のう ちで 鐘の音と ともに よみがえる 何もの 

かが あるの だ。 非常に 微妙な 何もの か、 説明し 難い 何 

もの か、 それが 彼女 を 狩り立てる。 聖旗 台に よじ登ら 

せる、 僧正が 十字架 を 捧げて 屈んだり 伸びたり する そ 

の 光景 を 見ないで は、 CCCP の 新 文化の 大気 中に 

1\3 だけ 脱皮した 彼女の 魂 がたん のうし 得ない 

ので ある。 

総ての 権力 をソヴ エトへ。 —— 赤い プラ 力— トが十 



月の 風に はためいて 街の 上に あった。 それ以来、 CC 

口 ー ズング こうもり 

CP の 標語 は 様々 に 推移して、 現在で は、 元の 蝙蝠 座、 

今の 第一 諷刺 劇場の 幕切れにまで 赤い 布が 出る。 白い 

インダストリ ザ— チア 

文字が その上に ある。 文字 は 左から 大きく ェ 業 化 

へ！ メ— 二ァ— に モスクワ 全巿 電車が 休んだ。 自動 

車と 辻 馬車 も 殆ど 影 を 見せぬ 巿 街に、 旗、 音楽、 八十 

万の 行列の 赤い 波、 合唱が モスクワ 河 を はさんで 溢れ 

た。 地に は 埃、 空に は 飛行機、 陽気な 人な だれ を 縫つ 

て、 トラックが 一台 通った。 女が 二人の つて、 ビラ を 

撒いた。 ビラ は クレムリン 城壁の 下の 芽ぐんだ 菩提樹 

の 根に も 散った。 散り乱れて、 インク は 春の 光に 



インダストリ ザ— チア 

工業化！ インダストリ ザ— チア！ タヮ— リシ 

インダストリ ザ I チア 

チ！ 工業化"： ゥ ラ—。 

芝居の 演出 法と して、 幕切れに 出る プラ 力— トは、 

既に 新鮮さ を 失い かけて いる。 観客席から いきなり 役 

者が 飛び出す 方法と ともに。 ロシア 人の 好きな 黒 パン 

がで かいように、 ここで は 何でも ふんだん だ。 プラ 

力 ー トと 観客席から 飛び出す 役者まで、 或る 場合 ノン 

センスな 程、 モスクワの 舞台に は うんと ある。 けれど 

も、 標語 は 反対に、 安全 デ ー という 標語 以外の もの を 

知らぬ 東京で 想像す る 以上に 社会 精神の 重大な 尖端 を 

なして いる。 標語 は その 時の 政策の 要点 を 示す ばか 



りで はない。 例えば、 アメリカからの 雑誌 記者が ベル 

リンに 向って シベリア 鉄道に 乗った。 万国 寝台車の 中 

で 彼 は 暇で ある。 銀貨 入れ を 出して 小が ね 勘定 をす る。 

ハルビンで 米貨 を，' 留 に 替えた 時、 彼 は どの位 損 をし 

たか、 得 をした か 9 見る と、 ロシアの 金 は 五十 力 

ペイ キの 銀貨から 一 コ ペックに 到る まで、 鎌と 槌標と 

を 取まい て 文字が かいて ある。 CCCP —— これ は 分 

り 易い。 英語に なおせば USSR だ。 後の 文句 は プロ 

レタ リイと いう 語で 始る。 彼が もし ポケット 露語 字典 

一 つ 持って いれば、 彼の 財布に 鳴る すべての 露貨が 「全 

世界の プロ レタ リイ、 団結せ よ！」 という マルクスの 



言葉 を も つ て錶 型から 出て いる こと を 理解す るで あろ 

う。 シベリア 鉄道の 食堂の 数百の 皿 も、 鎌と 槌 とこの 

標語 を もっている。 モスクワで 汽車 を 待つ 数 時間 ホ 

テルに 坐るなら、 ホテルの あらゆる インク • スタンド 

は、 ペン 台の 上に 「プロ レタ リイ • フ セフ. スト ラン - 

ソェジ 二 ャ アイ チェ シ！」 を 浮上ら している の を 見る- 

—— 全 露に 国営の ホテル はいくら あるか。 各々 のホテ 

ルには 幾 室 あるか。 つま リ このような インク • スタン 

ド だけで も 何十 万箇 無ければ ならない かと 考えた 時、 

そして、 CCCP は 僅か 十 年 を 革命 後 経た ばかりで あ 

るの を 考えた 時、 彼の 心に 来る 印象 は 軽くない。 政権 



と は、 その 最小 末端に 於て さえ、 なお 新錡 の、 その上 

に は 好みの 標語 を 書く ことので きる 数十 万の インク - 

スタンド を 意味 するとい うこと を、 彼 は 明かに 我 目に 

観る。 —— 印象 は、 ベルリンへ 着いて 自身の 恐るべき 

独逸 語で 頭 を ひっかき 廻され た 後 も、 彼の 精神の 上に 

遺る であろう。 

「生産の 合理化」 「工業化」 は 目下の CCCP にと つ て、 

深大な 意味 を もつ 標語で ある。 ロシア は 農業の 国 だ。 

一 人の 労働者に 対して 八 人の 農民が いる。 

遠大な 目的で、 白 海から 黒海 を繫ぐ 水路と して ドニ 

ェ プル 河に 発電所と 堰堤 工事 を 起した。 堰堤 は 総 延長 



七 六 六. 七五メ —トルになる であろう。 竣工 すれば 全 

CCCP の 産業 能率 はいち じる しい 増進 を 見、 一 年少 

くと も 五 百万 頓の 石炭 を 節約す る ことが 出来る であろ 

う。 これらす ベての 有益な 出来る であろう を 実現す る 

為に 必要な 幾つかの 発電機の 支払い は、 CCCP に 於 

て は 間接に 輸出され た 小麦の 幾 袋 か を 意味す る。 小麦 

を 蒔いて、 刈って、 袋に つめる の は 農民の 仕事 だ。 鷹 

楊そう だが プ ー シ ュ キン さえ 見逃さなかった バルダの 

マョ—— ジェ ー 口 

知慧で 俺の こと は 抜からぬ 農民 魂で、 彼等 は どのよう 

に 経済 関係 を 理解して 居る か。 

復活祭 前まで モスクワ 巿は バタの 欠乏に 困難した。 



ホテルの バタ 切が 次第に 薄くな り、 牛乳 製品 販売 所の 

前から 厳寒の 中 を 一 町 以上 も 籠 を 下げた 女子供の 列が 

続いた。 

—— どうして こんなに バタが 足りない の？ 

II 田舎の 牝牛が 眠って いるから。 

眠って いるの は 牝牛で はない。 牝牛 を 飼って いる 農 

民の 手であった。 彼等 は 一 キログラム ニル— ブリ 四十 

力 ぺ ィキ位 の 公定相場で 自家製 バ タ を 手放す - J と を 欲 

しなかった。 ただし、 その 払底の 間に も、 個人が 営む 

売店の 棚の 下に は、 大切に 紙に 包まれた バタが あった。 

一 一 百 グラムで 六十 力 ペイ キ、 又は 七十 力 ペイ キで 売る 



バタなら あつたの だ。 

工業化 は、 ドニ エブル 河岸に 幾箇 かの モ ー タ ー を据 

えつけ ようとす る。 人間の 爪 は 時々 きる 必要が ある も 

の だとい う 日常 衛生 の 知識から 始 つて 最高 度 の イデ ォ 

ロギ— まで 「文化の 革命」 へ 全 CCCP は 急がな けれ 

ばなら ない。 レ— ニン も 時には 南京虫に 喰われた であ 

ろうとい うと ころに、 ロシア 文化の 独特な 性質が ある。 

モスクワ を 中心として、 八方へ 新 文化 を 放射し ようと 

する。 芝居の 形で、 キノの スクリ —ン によって、 クラ 

ブ 教育に よって、 観察の 要点 を 知 つ た 者が 国立 出版 所 

で 四十 五分 費せば、 現代 cc CP がいかに 熱心に 組織 



立てて 三カぺ ィキ I 十五 力べ ィキで 「ラジオ 組立 法」 

から 「何故 CCCP に は 二つの 党が 存在し 得ない か」 

と いう 問題に 関する 迄の 知識 を 普及 させようかと 努力 

して 居る かが 理解され るであろう。 アン リ\パ ルビユ 

スの 新作 は フランス語 を 知らぬ 工場の タヮ ー リシ チも 

口 マン ガゼ— タ 

二十 五 力 ペイ キの 『小説 新聞』 の 上で ただちに 読める。 

今まで 文字 を 持たなかった カフ 力— ズの 山奥で、 新 

アルファベット をつ くる 計画が 起った。 同時に、 シべ 

リアから 一 つの 投書が モスクワへ 届いた。 「私の 村に 

はま だ 一 つも 学校が 無い。 昔の 通り 耳学問 やわず かな 

独習で 我慢し なければ ならない。 一 日 も 早く この 状態 



買う ことが 出来る。 —— 丸 善の 二階と、 潰れた ボリ ソ 

フ 書店の 目録から、 どうして このような 書籍の こころ 

よ い 氾濫 を 想像 できよう ！ 

文化の 革命 へ 参与す る 印刷物 の c c c P 的 精力 の 代 

表 は デミ ヤン • ベ ー ドヌィ の 詩 だ。 プラウダ 新聞社の 

輪転機 は、 日曜日と メ！ デ ー と を 除いて 毎日 廻転し 

て 居る。 ベ— ドヌィ の 詩作 は ほとんど 常に 輪転機と 共 

に！ ベ— ドヌィ は 部屋着 姿で 新聞 を ひろげる。 恐ら 

くその 新聞の 二 面の 左 肩に は 彼の 昨日の 詩が のって い 

るだろう。 五月 一日、 ワルシャワで 殺された 労働者の 

写真が 出て いる。 彼 は それ を視 る。 感じる。 数 行の 横 



上で やって いる 時、 ある 合宿所で は、 コム ソモ ー レツ 

の ミラノフが、 同僚と 議論 を たたかわ している。 彼 は 

酒 を 飲まない。 煙草 も 吸わない。 ただ 南方 チフリ ス生 

れの 青年 ミラノフ は 花な しで はやって いけない。 鉢植 

の 花 を 買って 彼 は 窓に 置く。 室が 一 鉢の花で 居心地よ 

くな つたのに、 仲間 は 彼 を 嘲弄し、 そして 花 をす てた。 

お前 は ブル ジ ョ ァ だよ。 お 嬢 さま だ よ。 

メシ チャンス 卜ヴォ 

商人 根性 ！ 

しかし、 商人 根性と は 何 か。 清純 を 好む の は 商人 根 

性 か？ ェム • オルガ ノヴ イッチ はこの CCCP 風な 

偏見 打破の ために 労働 新聞へ 投書す る 必要 を 認めた。 



蹴球が 好きで、 ラジオ 組立ての 上手な コ— リャ は、 

市立 銀行の 三階に ある 家で、 新聞 を 読んで いた。 テ— 

ブルの 中央に 彼が 直した スタンドが ともって いる。 母 

が 向い側で ドイツ語の 論文 翻訳 をして いる。 母 はよ く 

働いた。 コ— リャは 母 を 尊敬して いる。 コー リャの 見 

ている ィズヴ エス チヤの 第一 面に は大 見出しで、 「パ 

ジ シャフ • アマ ヌル • ハンの モスクワ 到着」 という 記 

事が 写真つ きで 出て いた。 「停車場に 於け る アマ ヌ 

ル. ハンと タヮ— リシ チ、 カリ ー ニン、 ヴ ォロシ ロフ、 

カラハン」 「自動車 上の カリ— ニンと アフガニスタン 

の パジシ ャフご 軍服の、 黒い 短い 髭 を はやした 円顔の 



日本 女 は、 そこに 六 力 月 生きた モスクワから、 新生 

活が 始まった ばかりの ロシア を 強く 感じて いる。 CC 

CP は、 二十世紀の 地球に 於て 他の どこに も 無い よい 

もの を 持とうと している。 同時に 他の どこに も 無い 巨 

大な 未完成と 困難 を 持って いる。 

モスクワ 河から 風が 吹いて 電線が ゆれた。 電線の 雨 

のしず くが 光って 落ち、 基督 救世主 寺院の 散歩道で、 

空つ ぼの ベンチが 四つ、 裸の 樹の 枝の かなたで 濡れて 

グラジ ュダ ニン 

いる。 こうもり を さした 人が 通った。 巿 民 ルイ バ 

コ フの 台所で は さぼてんが 素焼の 鉢の 中で 芽 を ふき、 

赤い 前 かけの 女中 ナ— デン カはパ ン粉を こねて いる。 



下宿人、 ミハイル • ゲ オル クヴ イッチ、 いつもき つち 

リ したな り をして 革の 時計 紐 を そった 胸に つけて いる 

が、 タシケント にある 家屋の 買いて を 見つける こと は 

不可能に なった。 彼の 子 を 一人 持った 女が 千 三百 ル— 

プリの 扶助料 不払いに 対して ミハイル .ゲ オル ク 

ヴ イッチ を 訴え、 法廷 は タシケントの 家 を 差 押えた。 

室に ある トルコ 剌繡も 四百 ル— ブリ では なかなか 売れ 

ない。 

一 一人の 日本 女 は 海の ある レ ー ニン グラ— ドへ 出発す 

るだろう。 



附記 〔# 「附記」 は ゴシック 体 U 新しい ロシアに 就 

て は 未だ 沢山 書きたい ことがあ るし、 又 書かな け 

れ ばなら ない 事が ある。 モスクワ 生活の 印象と し 

て もこれ は 一部分 だ。 芝居の こと その他 は 続編と 

して 別に 書きたい と 思って いる。 (五月 三十日 前 

後から、 モスクワに 白 パンが 無くなった。 天候 は 

不順で 寒い。) 

〔 一 九 二八 年 八月〕 
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